
センサ データ回収
定点観測機

広島市立大学 大学院情報科学研究科 システム工学専攻
小野 貴彦 E-mail: ono@hiroshima-cu.ac.jp      TEL/FAX:  082-830-1689

研究事例

低廉かつ効率的に，わだち掘れ量を測定し，その結果を可視化す
る手法を開発しています．情報処理技術を駆使することで，総額10万
円程度で入手可能な機材のみで，どこまで測定精度を上げられるか
チャレンジしています．

２．低廉かつ効率的なわだち掘れ量の測定

道路保守のDX化に向けた舗装路面のディジタル評価技術

持続的・効率的・低廉な道路環境情報の取得技術として，路線バス，救急車，道路パトロールカーなどを，本来の業務遂行中に，

情報収集のためのプローブカーとしても活用する方法に取り組んでいます．

概要

路線バスは，路面の凹凸に敏感に反応して振動します．同じ道路を
同じ速度で何度も走行することもあり，路面状態をモニタリングする
車として最適です．この特徴を活かし，バスの走行データから，路面
の修繕候補箇所を見つけ，優先順位を付ける方法に取り組みました．

１．路線バスを利用した路面評価

プローブカーによる各種情報の収集とデータ回収

路面性状値
路面凹凸マップの作成
規制速度等の道路情報
環境マップの作成
災害予測値 など

アクティブ防振ベッド

搬送経路の最適化

路面修繕の根拠資料

救急車システム開発での活用

• 別業務で走っている車両を有効活用
• 複数センサによる多種多様な情報を一括収集

用途別にデータ変換 オリジナルデータを使った
既存研究の発展および新
分野での研究テーマ開拓
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バス事業者の
修繕希望箇所

バス営業路線での路面の修繕優先順位（東広島市，県道46号）

道路区間ごとに，評価指標𝐽 𝑁 を計算し，𝐽 𝑁 が最大となる区間を

優先順位第1位とする．
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𝑁 ：道路区間の番号

𝑛 ：区間𝑁の測定データ数

𝑐 ：走行回数×0.2

𝑎 ：振動強度 [m2/s]

𝑣 ：通過速度 [km/h]

Google Earth

KML形式でファイル出力後，地理情報システムで可視化

光切断法による測定原理
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変換式によるわだち掘れ量𝐷の推定

診断区分Ⅲ

診断区分Ⅱ

診断区分Ⅰ

RGB分離＋モルフォロジー処理

ラインレーザー照射器

平衡直線による高低差の算出
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